
復興計画は、復興ビジョンで掲げた以下の基本理念の下に復興を進めるものとする。 

Ⅱ 基本理念 

○ 「脱原発」という考え方の下、原子力に依存しない社会を目指し、環境との共

生が図られた社会づくりを推進。このため、国及び原子力発電事業者に対し、

県内の原子力発電所についてはすべて廃炉とすることを求める。 

○ 地域でエネルギー自立を図る多極分散型モデル、経済的活力と環境との共生が

両立するモデルを提示。 

○ 何よりも人命を大切にする。 

○ 環境放射線モニタリングの徹底・除染対策、産業・生活基盤の迅速な復旧によ

り、安全・安心なコミュニティと持続的に発展しうる産業を再構築。 

○ ハード・ソフト両面で様々な手段を重層的に確保し、万一の際に対応できる、

安全で安心な社会を構築。 

○ 人口減少・超高齢社会に全国に先駆けて的確に対応。 

○ 放射性物質による影響から長期にわたって県民の健康を守るほか、さらに一歩

進んで全国に誇れる健康長寿の県づくりを推進。 

○ 全県民が今回の災害を自らのものとして受け止め、「ふくしま」全体で支えあい、

復興を推進。 

○ 県民一人一人の生活基盤の再建が復興の基本であり、復興の主役は住民。 

○ 復興の主体は、地域や市町村。 

○ 県民、企業、民間団体、市町村、県など、あらゆる主体が力を合わせる。 

○ 本県の復興は、国内外の他地域の復興などに積極的に寄与するものと位置づけ。

○ 国内外でふくしまを愛し、ふくしまに心を寄せるすべての人の力を結集。 

○ 原子力災害に関して国が全面的責任を負うべきであり、国による財政的、法的バ

ックアップを求める。 

○ 本県に脈々と息づく地域のきずなを守り育て、世界に発信。 

○ すべての県民がふるさとで元気な生活を取り戻すことができた日にこそ、ふくし

まの復興の第一歩が記されるという思いを県民すべてが共有。 

○ 地域のきずなが一層高められたコミュニティづくりを着実に推進。 

○ 子ども・若者たちが誇りを持つことのできるふくしまの再生。 

１ 原子力に依存しない、安全・安心で持続的に発展可能な社会づくり 

２ ふくしまを愛し、心を寄せるすべての人々の力を結集した復興

３ 誇りあるふるさと再生の実現
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